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編　集　後　記

「保健医療科学」では，第68巻より，第 1 号において，日本の公衆衛生分野の最新のトピックを国際発信することを
目的とした全文英文による特集を発行しており，本号はその 3 回目である．これまでのトピックは，第68巻では，母子保健，
高齢者歯科保健，環境保健，医療経済評価，介護，難病，患者安全，第69巻では，保健所，健康日本21，ソーシャル・
キャピタル，国際人材育成，危機管理，医療情報，建築物衛生，たばこ対策であった．そして第70巻の本号のトピックは，
厚生労働科学研究，保健医療人材育成，医療技術の費用対効果評価，栄養政策，サービス付き高齢者向け住宅，医師の
働き方改革である．
これらのトピックは全て国立保健医療科学院が関与・貢献しているものであり，これまでどおり広範かつ多様である．

しかしこのように振り返ってみると，ばらばらのように見えたトピック，つまり国立保健医療科学院の活動の間に重な
りとつながりが見えてくる（ような気がする）．またそれらでカバーできていないニッチ（隙間）も見えてくる（ような
気がする）．
もう少しこの特集を続けていけば，国立保健医療科学院，そして日本の公衆衛生の方向性が見えてくる（ような気が

する）．
（政策技術評価研究部　武村真治）


